
理科 

（１） 定着状況についての概要 

① ４～６年生の観点別正答率、及び活用のおおよそが全国の平均点、品川区の平均点および目標値を上回っ

ている。このことから、本校の理科の定着度は良好であると言える。 

② 基礎において正答率を全国比で言うと、４年生が１１１％、５年生が１０７％、６年生は１１１％と、全

学年が全国比を上回っている。 

③ 正答率が低い問題 

４年生 物質・エネルギー（62.1％） 

５年生 生命・地球（62.0％） 

６年生 物質・エネルギー（51.5％） 

（２）具体的な課題 

① ４年生では、光の性質の理解（光の進み方、影のでき方、光が当たると明るくなる理由）の理解が十分で

はない。 

② ５年生では、水蒸気と水の関係の理解し、身近な現象について説明する力が十分ではない。 

③ ６年生では、「電流のはたらき」において、車の走る向きから、電磁石の極を推測することができていない。

電磁石の性質についても理解が定着していない。 

（３）課題の原因として考えられること 

① 図やモデルと実際の現象を結び付けることが難しい。光や音、電気など目に見えない現象は図だけではイ

メージ形成が十分ではなく、知識として定着していない。 

② 記述問題になったときに、どのように表せばよいか分からない。 

③ 問題に示されている実験は何を調べるためのものなのか理解できていない。また、実験結果から明らかに

なった結論を整理することができていない。 

（４）課題解決のための方策 

① 実験をする際、一人一人に課題意識やもたせてから実験を進められるようにしていく。また、実験結果か

ら明らかとなった結論を一人一人が考えて整理する時間を確保していく。班で発表や、個人でまとめたこ

とを友達に広める時間を確保していく。 

② 光・音・電気など目に見えない現象については体験を増やす。ICT 教材やモデル教材を活用して、確認し

ながら学習する。 

③ 既習事項を復習する時間を設けて、基本的な知識の定着を図る。 

（５）次年度の目標数値 

・全国平均比で全学年１１０％以上を目指す。 

 

 


